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氏

長

者

竹

内

理備

大
化
以
前
の
枇
舎
に
あ
っ
℃
は
、
氏
ム
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
氏
政
圏
の
長
と
し

τ之
を
統
率
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
然
し
氏
上
な

る
言
葉
の
あ
ら
わ
れ
る
白
は
、
大
化
以
後
D
と
と
で
あ
り
、
氏
上
心
性
格
乃
至
機
能
を
も
、
犬
化
以
後
と
れ
を
明
ら
か
比
す
る
と
と
が
可
龍
で

。

あ
る
。
氏
上
な
る
言
葉
が
文
献
に
み
え
る
最
初
の
も
白
は
、
天
智
三
年
二
月
丁
亥
紀
白
「
天
皇
命
大
皇
弟
、
宣
培
換
冠
位
階
名
・
及
民
上
民
部
家

部
警
察
、
（
恥
中
）
其
大
氏
之
氏
上
賜
大
刃
、
小
氏
之
氏
上
賜
小
刀
、
芝
川
進
等
之
氏
上
賜
干
楯
弓
矢
、
亦
定
民
部
家
部
」
と
あ
る
記
事
で
あ

る
。
勿
論
日
本
書
紀
白
初
見
が
、
必
4
y
し
も
す
べ
て
そ
の
係
日
を
以
て
初
見
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
氏
上
に
関
す
る
限
り
、
績
回
本
紀

犬
費
二
年
九
月
己
丑
の
詔
に
も
「
甲
子
年
ハ
天
智
三
）
定
氏
上
時
、
所
不
載
氏
、
今
被
賜
姓
者
、
自
伊
美
育
以
上
、
並
悉
令
申
」
と
あ
っ
て
、

’
氏
上
が
乙
の
時
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
初
見
を
と
の
時
と
し
て
、
差
支
え
な
い
守
あ
ろ
う
。
津
田
左
右
吉
博
士
は
、

陸ー

氏
上
は
と
の
時
に
新
た
に
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
泣
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
探
し
言
葉
の
初
見
は
必
ヂ
し
も
そ
れ
以

前
に
そ
の
賓
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
せ
歩
、
且
っ
と
の
時
に
氏
上
を
定
め
た
と
い
う
り
は
、
大
費
二
年
九
月
の
詔
に
沿
い
て
い
う
と
と

b
で

「
定
」
と
は
な
い
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
天
智
三
年
紀
に
民
主
を
定
む
と
な
し
て
、
氏
上

あ
っ
て
、
天
智
三
年
記
そ
の
も
の
に
は
、

等
の
事
を
宣
る
と
あ
り
‘
而
し
て
そ
の
「
事
」
が
、
具
瞳
的
に
は
大
氏
。
氏
上
に
は
大
刀
を
、
小
氏
。
氏
上
に
は
よ
伊
刀
を
、
倖
議
等
O
氏
上

に
は
子
楯
・
弓
矢
を
賜
う
と
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
天
智
コ
一
年
O
措
置
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
氏
上
を
定
め
て
1

氏

一

長

者
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氏

長

者

『

一

そ
の
上
で
大
刀
等
を
賜
っ
た
と
す
ぺ
き
で
は
な
く
、
大
刀
等
を
賜
う
こ
と
に
よ
ク
て
氏
上
た
る
の
寛
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
井
上
光

註
2

貞
氏
の
解
轄
に
従
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
犬
氏
・
小
氏
η
別
を
胡
ら
に
し
た
と
と
と
全
く
同
じ
立
場
。
上
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
大
氏
・
小
氏
が
、
民
投
の
本
宗
・
支
眠
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
氏
族
の
政
治
的
計
曾
的
地
位
の
犬
小
に
よ
っ
て
匝
別

せ
ら
れ
た
こ
と
、
而
し
て
と
れ
が
そ
の
氏
上
に
輿
え
ら
れ
る
標
識
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
私
法
的
に
す
ぎ
な
か
っ
た
氏

上
の
地
位
を
公
法
的
に
定
着
せ
し
め
て
、
氏
族
圏
内
部
の
秩
序
を
疋
し
、
同
時
に
諸
氏
族
の
間
の
大
氏
小
氏
の
別
主
、
こ
れ
亦
公
法
的
に
定
着

註
S

せ
し
め
て
、
間
家
一
位
命
日
白
序
列
の
中
に
同
定
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
更
に
天
智
三
年
の
氏
上
の
定
着
は
、
と
れ
以
後
の
民

上
白
地
位
の
決
定
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
氏
上
に
重
大
な
費
化
を
輿
え
た
も
の
で
あ
る
o
と
い
う
の
は
、
就
に
常
識
と
な
っ
て
い
る
如

〈
、
犬
化
前
の
民
族
国
は
、
血
総
集
圏
で
あ
る
よ
り
も
、
地
域
集
圏
と
し
て
の
性
格
引
濃
厚
で
あ
る
。
従
っ
て
、
氏
挨
閣
の
長
と
し
て
白
氏
上

は
、
血
縁
集
圏
の
長
で
あ
る
と
同
時
に
地
縁
圏
館
。
長
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
い
は
Y
地
域
的
な
酋
長
た
る
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

陸
4

こ
う
し
た
も
の
を
と
ト
コ
ノ
カ
ミ
と
よ
び
、
而
し
て
そ
れ
が
天
智
三
年
。
氏
上
に
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域

的
首
長
た
る
と
ト
コ
ノ
カ
ミ
を
、
氏
上
司
即
ち
コ
ノ
カ
ミ
、
一
言
ひ
か
え
れ
ば
血
縁
集
闇
の
長
と
名
桶
ま
で
費
え
た
と
こ
ろ
に
、
地
縁
的
楼
威
か

ら
族
長
を
ひ
き
は
な
そ
う
、
と
す
る
と

L
る
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
政
治
的
首
長
で
あ
っ
た
ヒ
ト
コ
ノ
カ
ミ
宏
、
車
な
る
耽

合
的
首
長
と
し
て
の
樺
威
し
か
み
と
め
ぬ
コ
ノ
カ
ミ
に
鑓
じ
た
と
と
る
に
、
天
智
三
年
に
氏
上
な
る
言
葉
が
初
見
す
る
意
義
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
天
智
三
年
の
同
日
に
、
共
白
民
部
家
部
を
定
め
た
こ
と
と
密
接
な
闘
係
が
あ
る
白
で
あ
っ
て
、
こ
与
に
い
う
「
共
」
は
、
天
武
四
年
一
一
一
月

臼
丑
の
詔
に
、
「
甲
子
年
〈
天
智
三
年
〉
諸
氏
に
給
は
る
部
曲
は
、
自
今
以
後
除
け
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
氏
上
」
を
指
す
の
で
は
な
く

て
、
氏
挨
金
瞳
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
ら
ば
と
の
氏
の
家
部
民
部
と
氏
上
と
巧
関
係
は
、
民
間
と
氏
宗
と
の
関
係
と
同

巴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
氏
賎
な
る
も
の
は
、
養
老
令
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
戸
令
臨
分
僚
に
、
家
人
奴
蝉
回
宅
資
財
の
分
配

法
を
規
定
し
て
、

「
民
腰
不
在
此
限
」
と
あ
る
疏
文
に
劃
す
る
法
家
の
解
轄
に
「
民
家
人
奴
蝉
者
、
轄
入
氏
宗
之
宋
ヰ
」
も
の
で
あ
り
・
決
遺
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「
た
と
へ
ば
甲
が
も
と
氏
。
宗
で
あ
っ
℃
も
・
‘
後
に
了
。
予
が
氏
。
宗
と
な
れ
ば
、
甲
の
子
が
得
る
と
と
は
出
来
歩
、
ア
白
子

が
と
れ
を
得
る
」
の
で
あ
っ
て
、
氏
購
は
、
氏
宗
倒
人
の
私
有
物
で
は
な
く
て
、
民
宗
な
る
地
位
に
附
属
し
虎
も
の
で
あ
る
。
と

h

に
氏
践

が
‘
氏
の
購
た
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
氏
家
部
民
部
も
亦
同
巴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
措
置
は
、
地
縁
的
首
長
D
も
う
私
領

l
i
l－－ 

民
の
代
償
で
、
大
化
一
一
年
改
新
D
詔
に
お
い
て
．
私
地
私
民
D
慶
止
を
行
い
、
そ
れ
に
代
う
る
に
「
食
封
い
を
賜
っ
た
と
金
く
同
じ
手
段
で
あ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
氏
の
部
曲
は
1

天
武
四
年
に
底
止
さ
れ
た
が
、
と
れ
も
問
巴
天
皇
の
治
世
に
行
わ
れ
た
食
封
。
整
理
と
無
関
係
で
は

「
食
封
」
は
最
早
や
全
く
私
民
的
性
格
を
帯
び
て
い
な
い
。
大
化
問
代
の
ヒ
ト
コ
ノ
カ
ミ
が
自
髄
に
有
し
て
い
た
政
滑
的
樺
威
は

的
に
嘗
へ
ば
、

あ
る
ま
い
。

金
く
骨
按
き
に
さ
れ
、
コ
ノ
カ
ミ
と
し
て
、
擬
制
的
で
あ
る
巴
せ
よ
、
血
縁
的
集
闇
の
性
格
の
み
濃
厚
化
し
た
民
族
聞
の
長
と
し

τ、
そ
白
園

家
政
治
白
上
の
地
位
を
保
護
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
氏
上
白
園
家
組
織
の
上
に
お
け
る
地
位
は
、
圏
内
朱
が
氏
上
を
通
じ
て
個
々
の
民
族
園

の
秩
序
緯
持
を
は
か
る
、
園
家
と
民
族
園
と
D
接
合
賠
た
る
の
役
目
を
果
す
も
白
と
な
っ
た
。
，
択
に
の
ベ
る
天
武
十
一
年
十
二
月
の
詔
が
一
訴
す

・
よ
う
に
、
氏
上
D
撰
定
は
、
民
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
官
の
判
を
う
げ
て
確
定
す
る
と
い
ふ
仕
方
も
事
、
こ
う
し
た
氏
上
の
性
格
に
由
る
も
白

と
い
へ
ょ
う
。
天
武
十
年
九
月
に
氏
上
D
定
ま
ら
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
各
々
氏
上
を
定
め
て
理
官
に
申
し
詮
ら
し
め
て
治
り
、
翌
年
十
二
月
に
も
、

諸
の
氏
人
等
、
各
々
日
比
上
た
る
ぺ
き
者
を
定
め
て
申
し
語
れ
、
そ
の
容
旋
多
き
も
の
は
、
則
ち
分
ち
て
各
k

に
氏
上
を
定
め
て
、
並
び
に
官
司

に
申
し
詮
れ
、
然
る
後
、
そ
D
献
を
掛
酌
し
て
鹿
分
し
、
官
の
判
を
請
け
よ
、
・
唯
、
少
き
の
故
を
以

τ、
己
が
挨
に
非
ざ
る
者
を
、
轍
く
附
く

る
初
れ
、
と
あ
る
の
は
、
民
族
園
と
圃
家
と
の
接
合
賄
と
し
て
の
民
上
D
性
格
が
、
明
瞭
に
な
っ

τ来
た
と
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
古

語
拾
遣
に
、
天
武
天
皇
の
八
姓
制
定
。
と
と
を
の
vへ
て
、
中
臣
氏
に
は
朝
臣
の
姓
を
賜
い
、
命
歩
る
に
犬
刀
を
以
℃
し
、
驚
部
氏
に
は
宿
繭
θ

も
姓
を
賜
っ
て
、
命
4
y
る
に
小
刀
を
以
て
し
a

た
と
み
え
る
と
と
は
、
日
本
書
記
に
は
見
え
な
い
け
れ
£
も
、
天
武
八
姓
制
定
の
民
的
が
‘
カ
パ
ネ

位
置

に
よ
ヲ
て
祉
曾
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
擁
立
す
る
に
あ
っ
た
と
と
か
ら
す
れ
ば
、
営
然
あ
り
得
べ
き
と
と
で
あ
る
。

e

．・

稽
嗣
令
に
は
、
＝
一
位
以
上
の
家
＠
稽
嗣
は
、
嫡
々
相
承
を
巌
重
に
規
定
し
て
い
る
に
錯
し
、
民
の
宗
は
、
勅
を
輯
け
と
規
定
し
て
い

e

民

ー、

長

、尋ま
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・

者

／

凶
陪
a

・

る
。
・
樟
問
博
士
は
、
こ
れ
は
、
民
宗
の
家
で
は
、
糟
嗣
を
定
め
る
時
一
に
勅
許
を
要
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
・
で
あ
る
乞
す
る
齢
、
乙
れ
は
誤

そ
の
中
の
長
者
を
以

民

4美

四

解
で
あ
っ
て
、

戸
令
臆
4
4
等
の
集
解
に
、

「
諸
民
民
別
に
、

民
宗
に
は
特
定
の
家
の
世
襲
で
は
怠
か
っ
た
と
と
は
、

．
て
、
・
勅
定
に
主
り
氏
の
宗
と
な
す
」
と
し
て
い
る
と
主
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
、
古
記
に
よ
れ
ば
、
大
賓
令
で
は
と
の
氏
宗
を

’
民
上
と
あ
る
か
ら
、
氏
宗
即
ち
氏
上
で
．
恐
ら
く
中
園
風
に
常
ひ
か
え
た
も
の
で
あ
ら
う
。
民
宗
た
る
べ
き
、
民
中
の
長
者
と
い
う
意
味
が
明
a

ら
が
で
な
い
が
、
と
れ
は
標
住
職
原
抄
に
「
長
者
と
は
官
位
譜
第
一
の
人
を
い
ふ
」
と
あ
る
読
が
最
も
受
賞
の
よ
う
で
あ
訴
天
武
五
笠
ハ
月

物
部
蓮
雄
君
が
念
病
に
よ
ヲ
て
卒
し
た
と
き
、
天
皇
は
彼
D
圭
申
飢
の
と
き
の
功
績
を
嘉
し

τ、
内
大
紫
位
を
授
げ
、
「
因
」
っ
て
氏
主
佐
賜

う
も
ん
が
、
と
の
雄
君
は
も
と
舎
人
で
あ
っ
て
、
物
部
朴
井
蓮
と
稽
一
し
、
物
部
民
の
支
流
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
持
続
八
年
冨
月
直
犬
壷

布
勢
抑
主
人
及
び
犬
伴
宿
繭
御
行
犯

E
慶
揮
を
授
げ
、
並
び
に
民
上
と
な
す
と
あ
る
が
）
爾
者
そ
れ
ぞ
れ
D
氏
挨
に
沿
い
て
は
官
位
第
一
の

人
で
あ
り
、
冊
も
公
卿
補
佐
に
よ
れ
ぽ
、
犬
伴
御
行
は
、
「
右
犬
直
長
徳
謹
之
五
男
」
と
あ
る
。
慶
雲
周
年
九
月
正
五
位
下
大
紳
朝
臣
安
麻
呂

が
、
難
亀
元
年
二
月
従
五
位
下
犬
紳
朝
臣
忍
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
上
と
去
っ
て
い
る
の
も
、
矢
躍
り
民
中
「
官
位
第
一
の
人
」
た
る
故
で
が
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
と
L
に
ま
た
大
化
以
後
D

「
氏
上
」
の
性
格
が
、
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。

令
制
で
は
、
氏
宗
は
三
位
巳
上
に
准
り
て
墓
を
替
む
ζ

と
を
ゆ
る
し
、
度
武
元
年
巴
は
、
一
夫
武
八
年
D
制
を
騎
行
し
て
、
正
月
拝
賀
D
躍
を

行
う
と
と
を
禁
じ
た
が
、
寵
父
兄
及
び
氏
上
に
封
ず
る
拝
瞳
を
ゆ
る
す
友
E
・
そ
の
族
長
的
瞳
過
を
み
と
め
た
。
天
平
費
字
元
年
六
月
の
詔

に
7
諸
氏
の
氏
長
等
が
、
公
事
に
預
か
る
に
あ
ら
品
y
し
て
、
惑
に
己
？
践
を
集
め
る
と
と
を
禁
巴
で
い
る
が
、
と
れ
は
八
世
記
D
民
上
が
1

自
’

が
旗
人
を
糾
合
す
る
構
威
を
有
す
る
と
と
、
及
び
公
事
に
際
し
て
は
、
と
の
樺
威
を
護
動
し
て
挨
人
を
集
め
て
奉
仕
す
る
と
と
の
樺
能
を
有
す

る
と
と
を
示
す
も
の
主
し
て
注
目
に
慣
す
る
。
ま
た
紳
祇
令
集
解
に
ひ
く
「
韓
」
読
に
、
伊
謝
叶
枇
祭
は
、
大
紳
民
宗
定
ま
り
て
祭
る
‘
定
ま
ミ

ち
ぎ
れ
ば
祭
ら
歩
、
即
ち
犬
神
挨
類
の
紳
な
り
と
あ
る
。
と
れ
は
犬
神
氏
の
族
榊
で
あ
る
伊
謝
川
踏
の
祭
は
、
大
紳
氏
。
氏
上
の
み
が
祭
施
す

る
構
を
有
ず
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
同
立
神
祇
令
の
相
嘗
祭
の
僚
の
「
揮
」
設
に
、
「
↓
人
倭
枇
牧
師
…
息
字
奈
大
利
・
村
田
崎
・
住
吉
特
・
大

y 
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神
祉
政
側
氏
・
穴
師
一
一
・
池
融
制
・
騒
智
蛸
・
意
富
駄
靭
＠
葛
木
鴨
時
日
朝
・
記
伊
園
坐

E
前
園
懸
須
・
伊
衣
替
す
鳴
神
・
己
上
紳
主

等
、
諸
官
幣
吊
祭
、
鮪
脚
」
と
あ
る
大
倭
枇
・
大
紳
一
蹴
の
註
も
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
大
倭
一
回
守
に
つ
い
て
は
、
臨

能

s

紀
和
銅
七
年
二
月
白
僚
に
「
以
従
五
位
下
大
倭
忌
寸
五
百
足
、
矯
氏
上
、
令
主
紳
祭
」
と
あ
る
の
三
相
臆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
℃
み
れ
ば
、

住
吉
の
津
守
氏
、
池
一
位
。
池
首
、
意
官
枇
の
太
朝
臣
戸
高
木
鴨
枇
白
鴨
朝
臣
と
あ
る
註
も
、
亦
同
じ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
で
あ

註
9
・

ら
う
。
氏
上
D
民
世
祭
把
樺
は
、
津
田
博
士
の
否
定
に
も
拘
わ
ら
や
ヘ
矢
張
り
遁
設
の
如
く
、
大
化
以
前
の
原
始
祭
政
一
致
時
代
。
族
長
の
樺

能
の
名
残
り
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
前
に
奉
げ
た
氏
上
白
、
候
人
を

ww合
す
る
樺
龍
と
、
族
人
を
率
い
て
公
事
に
奉
仕
す
る
職
能
と

て
も
同
様
で
あ
る
。

な
際
大
化
改
新
直
前
の
大
化
元
年
八
月
の
記
に
、

鐘
匿
於
朝
而
詔
目
、
若
憂
訴
之
人
、
有
伴
浩
者
共
伴
浩
先
勘
嘗
而
妻
、
有
傘
長
者
、
共
隼
長
先
勘
雷
雨
奏
、
若
其
伴
詣
傘
長
不
審
所
訴
、

牧
牒
納
置
、
以
共
罪
々
之
、

と
あ
る
隼
長
、
が
、
ヒ
ト
コ
ノ
力
ミ
と
訓
ま
れ
℃

h
M
P、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
営
時
の
族
長
に
氏
入
D
訴
を
判
す
る
槽
能
が
あ
っ
た
と
と
が
わ
か
る

が、

ζ

の
権
龍
は
、
後
の
氏
上
巳
は
稽
求
せ
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
即
ち
、
大
化
後
の
氏
上
に
は
、
氏
人
に
封
す
る
裁
判
穫
は
有
た
’
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

睦

1

掛
仲
間
左
右
吉
博
士
「
日
本
上
代
史
の
研
究
」
九
六
頁
以
下

2

・3
井
上
光
貞
氏
「
日
本
古
代
史
の
諸
問
題
」
一
一
九
四
一
良

岡
本
帯
骨
粗
大
化
元
年
代
ヘ
月
僚

拙
稿
「
天
武
八
坤
ー
制
定
の
意
義
」
ハ
史
淵
四
三
号
V

帝
国
博
士
前
掲
審
二
七
一
頁

貞
丈
維
は
叫
ハ
四
官
位
）
に
も
、

長

7 

「
源
氏
長
老
k
去
は
、
源
氏
の
内
に

て
官
位
高
老
人
を
源
氏
長
者
と
一
夜
、
源
氏
の
み
に
限
ら
ず
藤
原
に
も

摘
に
も
卒
に
も
、
官
位
高
き
人
b
b
何
氏
の
長
者
主
－
X
也
、
是
も
天
子

工
り
御
苑
あ
る
也
」

但
し
乙
の
神
祭
の
抽
仰
は
氏
紳
で
あ
る
か
は
朗
ら
か
で
な
い
。
添
田
博

士
は
ζ

の
紳
は
、
オ
ホ
ク
－

F
T
の
柚
刊
で
あ
ら
う
左
さ
れ
た
（
同
氏

前
掲
香
二
一

O
頁
V

． 、

4 5 

8 

6 

民

者

五
J
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to 9 

日

民

長

持
伊
国
博
士
前
掲
書
一
三

O
貰

阿
部
武
彦
氏
「
古
代
族
長
錨
承
。
問
題
に
ヲ
い
て
」
（
私
大
奥
準
策

六

甲
一
崩
御
》
は
『
民
上
」
に
闘
し
て
示
唆
に
霞
む
橋
脚
考
で
あ
る
。

ーー

F

氏
上
は
、
八
株
紀
末
か
ら
「
民
度
者
」
と
よ
ぽ

h
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
長
者
」
の
語
除
、
延
暦
十
八
年
ハ
A
・
D
－
七
九
九
て
諸
氏
の

本
来
帳
を
す
L
め
し
め
る
僚
に
、
「
若
元
出
貴
族
之
別
者
、
宜
取
宗
中
一
者
署
申
之
」
と
あ
る
D
が
、
年
代
の
明
ら
か
な
初
見
で
め
る
が
、
戸
・

令
臆
分
俸
の
集
解
に
ひ
く
「
或
一
宮
、
糟
嗣
令
云
、
氏
宗
鶏
勅
、
候
令
、
諸
氏
々
別
、
以
共
中
長
者
、
勅
定
議
氏
宗
故
」
と
白
文
が
、
「
稗
」

D

H
l
 

＼
交
で
あ
り
、
而
し
て
と
の
「
樺
」
が
延
暦
六
年
六
月
三
十
日
か
ら
間
十
四
年
八
月
十
三
日
に
至
る
聞
に
成
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
釦
、
と

れ
を
そ
の
光
臨
と
し
得
ょ
う
。
「
氏
長
者
」
の
語
は
・
大
何
元
年
十
月
D
勅

に

、

！

凡
貢
氏
女
事
明
立
令
僚
、
皆
限
四
十
巴
下
十
三
巴
上
、
今
須
氏
之
長
者
揮
氏
中
端
五
女
貫
之
、
其
十
三
巴
上
之
徒
、
心
紳
易
一
移
、
建
港
未

定
、
宜
採
女
年
一
一
一
十
巳
上
四
十
巴
下
無
理
稿
者
、
或
貫
後
趨
入
、
必
令
貰
替
、
叉
｛
鼠
謹
盆
忙
、
調
難
取
捨
｝
後
念
之
事
、
営
有
援
助
、
宜

陸
2

長
者
相
補
、
令
得
仕
進
、

と
る
る
の
に
始
ま
る
。
民
上
が
、
単
に
民
族
圏
内
部
D
批
曾
的
統
率
者
で
あ
る
と
い
う
巴
と

εま
ら
が
、
と
れ
が
勅
許
巴
よ
っ
て
公
認
さ
れ
る
、

、‘

と
と
に
よ
う
て
圏
家
の
政
治
腫
制
と
D
接
合
鞘
D
役
割
を
呆
し
た
そ
白
機
龍
は
、
と
れ
が
氏
長
者
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
費
り
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
．
宮
位
第
一

D
者
を
よ
ぷ
長
者
な
る
言
葉
を
以
て
氏
上
そ
の
も
の
の
競
と
鑓
じ
た
と
と
る
に
、
却
っ
て
そ
の
役
割
は
強
即
さ
れ

た
と
い
い
得
る
。
か
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

E
と
の
氏
族
的
集
圏
に
も
、
宗
中
の
長
者
た
る
も
の
は
る
り
得
る
も
の
で
あ
る
に

健
S

拘
わ
ら
歩
、
集
圏
内
部
白
長
者
と
い
う
だ
け
で
は
、
民
長
者
と
よ
ぶ
わ
け
に
は
い
か
・
な
か
っ
た
。
氏
畏
者
の
揖
b
L
有
し
得
尚
も
の
は
、
平
安
時

代
の
貴
族
世
曾
の
み
に
眠
ら
れ
た
b
け
で
あ
る
。
職
原
抄
に
「
凡
輔
氏
長
者
、
王
氏
・
源
氏
・
藤
氏
・
橘
氏
、
有
此
観
」
と
の
べ
て
い
る
所
以
－
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で
あ
る
。

勿
論
、
平
－
安
時
代
の
氏
長
者
を
も
ち
得
た
氏
は
、
と
の
四
氏
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
、
は
な
い
。
と
の
外
に
、
女
献
を
さ
ぐ
れ
ば
、
次
回
如
き
諸

氏
が
あ
る
。

制
伴
氏

伴
氏
系
周
の
闘
遁
の
僚
に
、

「
綻
四
位
上
参
議
按
察
使
、
本
是
大
伴
、
依
淳
和
天
皇
韓
、
止
大
字
矯
仲
朝
臣
、
子
時
参
議
園
建
篤
氏

長
者
」
と
あ
る
。
以
前
に
大
伴
御
行
が
氏
上
と
な
っ
た
と
と
を
、
穣
日
本
組
に
停
え
て
い
る
白
で
、
同
氏
の
長
者
が
お
る
の
は
営
様
で
あ
る
Q

然
し
園
道
は
、
御
訂
の
流
で
は
な
く
て
、
そ
の
弟
安
麻
呂
の
流
で
あ
る
。
臆
天
門
の
賓
の
首
謀
者
と
い
わ
れ
る
伴
善
男
は
、
国
道
白
子
で
あ

~ 
0 

元
慶
五
年
、
大
和
園
宗
像
枇
の
神
主
を
補
せ
ん
と
と
を
請
う
た
氏
人
内
競
樺
助
従
五
位
下
高
階
忠
峯
等
白
解
般
に
「
待
氏
長
皐
被
i

凶ほ
d幽
高

楠
其
替
」
と
の
ベ
、
寛
平
五
年
、
筑
前
園
宗
像
枇
の
践
を
良
と
し
て
、
そ
の
替
と
し
て
大
和
園
の
揺
了
を
同
園
宗
像
世
の
修
理
料
と
せ
ん
と
と

陸

s

t

匙
許
可
し
た
官
符
に
も
、
「
須
件
各
丁
、
待
彼
氏
高
階
民
人
長
者
井
紳
主
等
共
著
申
請
充
之
」
と
み
え
る
。
高
階
氏
は
天
武
天
皇
k

子
高
市
皇

同
高
階
氏

子
の
子
長
島
王
の
腎
で
あ
る
が
、
高
階
氏
系
図
に
は
、
忠
峯
の
名
は
見
え
な
い
。

例
中
臣
民
中
臣
氏
系
園
、
延
喜
本
系
幌
に
よ
れ
ば
1

中
臣
常
盤
・
中
臣
可
多
能
柑
・
中
臣
御
食
子
・
中
医
園
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
よ
と
註
せ

ら
れ
て
い
る
。
氏
長
者
と
揺
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
白
衣
第
は
明
ち
か
で
な
い
が
、
次
に
あ
げ
る
寛
弘
元
年
十
二
月
七
日
の
中
臣
氏
拳
献
に

「
氏
長
者
」
と
の
ペ
、
氏
長
者
が
、
「
旋
中
官
位
第
一
の
人
」
と
い
う
と
と
る
か
ら
、
祭
主
と
な
ヲ
た
も
の
が
、
・
長
者
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

ω師
恩
部
氏
ト
部
氏
寛
弘
元
年
ナ
二
月
七
日
中
臣
氏
穆
献
に
「
件
寮
（
鱒
宮
寮
）
主
神
司
職
い
中
臣
・
一
陣
部
＠
卜
部
三
ケ
氏
之
中
、
以
中
毘

矯
長
官
、
以
粛
部
矯
判
官
、
以
卜
部
潟
主
典
、
供
奉
神
事
、
式
文
巴
明
也
、
的
有
共
闘
之
時
、
各
氏
長
者
、
薦
掌
其
人
、
障
則
被
葬
任
、
是
巴

陸

e

流
例
也
」
と
あ
る
J
仲
養
王
記
、
建
久
五
年
六
月
十
二
日
の
僚
の
裏
警
に
「
阿
波
園
忌
部
久
家
、
還
補
氏
長
者
ド
文
、
依
官
人
設
貞
申
献
、
今
貝

成
之
了
、
件
忌
部
者
、
大
肥
之
時
、
致
貞
度
三
時
使
倖
子
細
之
由
、
所
申
也
」
と
み
え
る
の
が
、
忌
部
氏
長
者

氏

職
主
荒
妙
御
衣
之
氏
一
冨
々
、

長

者

七
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氏

長

F

犠

U
名
を
兵
糧
的
に
停
え
た
唯
一
の
例
で
あ
る
。

細
管
氏
長
者
菅
原
氏
は
、
神
別
民
族
と
停
え
る
土
附
宿
繭
氏
で
、
天
平
元
年
古
人
等
、
菅
原
朝
臣
の
蛇
を
賜
っ
た
と
と
に
始
ま
る
。
古
人
の

子
清
公
、
文
章
博
士
と
な
り
、
紀
体
道
の
事
曹
で
あ
る
文
章
院
を
建
て

L
か
ら
以
後
、
そ
の
子
是
善
、
孫
道
真
と
相
つ
い
で
文
章
博
士
と
な

り
、
讃
虞
在
し
て
「
家
是
儒
林
」
と
稿
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
菅
氏
長
者
は
、
傘
卑
分
脈
に
是
普
よ
り
始
め
て
い
る
。
即
ち
、

長

者

長

者

／

是
養
1
1
1
1
1管
家

1
1
1
1
』
－
高
視

1
1
1
1
j
l懇
親

I
l
l
l
a妥
忠

1
1
1
1孝
標

l

文

章

博

士

文

章

一

博

士

一

一

文

章

博

士

文

章

博

士

一

一

長

老

長

老

一

「

文

時

i

l－
－
携
烈
i
l
l
h宣
義

1
1
1
1

一

文

鴛

博

士

文

意

博

士

一

長

者

一

了
淳
茂

1
1
1
1在嗣

mil－
－
翰
正
8
1
1
1
1居
肺
結

i
l
l－
忠
貞
I
l－－

文

章

博

士

文

書

早

博

士

文

撃

博

士

／ 

一

長

者

長

老

了
定
義

I
l
l－
－
請
房

文
章
博
主
一

長

者

長

者

「
是
綴

a
i
－
－
浮
？
i
l
l
l定
宗

一

長

者

・

長

老

丁
長
成
I
l－
－
務
長
l
i－
－
長
笈

lil－
－
園
長

一

文

章

博

士

一

長

者

長

者

、

｜

高

長

！

袋

線

文
章
博
士

長

者

長

者

l
在
良
i
l
l
1
1
義
弘

l
i－
－
在
長

文
章
博
士
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m和
策
氏
長
者

御
堂
開
自
記
、
長
和
元
年
間
十
月
十
四
日
の
僚
に
、

右
大
臣
以
大
－
F
奉
親
朝
臣
詮
清
消
息
云
、
給
日
朝
柄
僧
正
室
愁
申
一
訳
、
震
奉
仕
宇
佐
使
参
上
、
而
仲
信
給
解
、
被
一
召
荘
重
位
記
者
、
是
氏
長
者

乙

弘

可

仲
謹
愁
一
耳
、
仲
遠
去
年
曾
正
軍
云
、
明
年
給
在
汝
正
童
、
我
下
向
大
宰
、
作
奉
斌
、
早
可
奏
聞
者
、
依
彼
仲
遼
奉
献
頭
欝
、
岡
仲
遠
不
放

拳
者
、
被
召
間
後
可
被
罪
殿
、
叉
件
仲
濯
氏
中
有
怠
、
不
可
矯
長
者
云
々
、

と
あ
る
、
和
銀
仲
信
事
、
氏
長
者
仲
還
も
、
共
に
隼
宛
・
・
分
脈
和
策
氏
系
箇
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
和
策
氏
。
長
者
も
、
民
轟
舗
を
行

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

民

長

者

大，
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mw
漁
民
長
者

源
氏
は
い

5
ま
で
も
な
く
源
姓
を
賜
っ
た
皇
胤
で
あ
り
、
嵯
蛾
源
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
仁
明
・
文
徳
・
清
和
・
鴎
成
・
光
孝

－
宇
多
・
醍
醐
・
村
上
・
冷
泉
・
華
山
・
三
僚
・
後
三
僚
・
順
徳
・
後
峨
峨
＠
後
深
草
の
十
六
代
天
皇
の
皇
子
源
氏
が
あ
る
。
と
れ
ら
を
紬
ぺ

て
、
一
人
目
源
氏
長
者
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
平
安
中
期
ま
で
は
、
弘
仁
源
氏
、
即
ち
峨
峨
源
氏
の
も
の
が
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
西
宮
記
臨
時

－
一
に
、
摂
氏
俸
を
定
む
る
人
は
、
親
王
を
給
は
ら
ざ
る
源
氏
王
卿
の
い
て
弘
仁
の
後
D
人
が
、
宣
旨
を
給
は
る
．
重
明
親
王
、
参
議
等
な
E
が
そ

の
例
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
が
る
。
重
明
親
王
は
、
本
来
、
醍
悶
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
が
、
そ
の
母
が
蝶
一
峨
源
氏
左
大
臣
源

融
の
孫
大
納
言
昇
。
女
で
あ
る
と
と
ろ
か
ら
．
弘
仁
源
氏
に
血
を
ひ
く
も
の
と
し
て
、
源
氏
長
者
の
能
を
果
し
た
も
の
と
い
う
。
源
等
は
、
延

喜
二
年
正
月
中
納
言
明
内
残
し
た
希
白
子
で
あ
り
、
天
暦
元
年
、
年
六
十
八
で
参
議
’
と
な
り
、
同
五
年
に
参
議
の
ま
L
で
思
し
た
人
で
あ
る
。
宣

明
親
王
は
、
と
れ
よ
り
三
年
後
．
天
暦
八
年
ま
で
生
存
し
て
い
る
に
拘
わ
ら
歩
、
等
が
源
氏
長
者
の
擢
能
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
等
の
参

議
在
任
中
に
も
、
彼
白
上
席
と
し
て
、
中
納
言
源
清
蔭
（
腸
成
源
氏
）
擢
中
納
言
源
高
明
ハ
醍
醐
源
氏
）
な
ど
が
い
た
と
い
う
と
と
と
併
ー
せ
考

う
べ
き
と
と
で
あ
る
ロ
そ
白
後
、
9
弘
仁
源
氏
で
公
卿
に
列
す
る
も
白
は
な
く
、
そ
D
聞
の
掠
氏
長
者
に
闘
し
て
も
、
所
俸
が
な
い
。
一
令
安
末
期

に
至
h
v
J

村
上
椋
氏
か
ら
大
臣
相
つ
い
で
い
で
て
戸
そ
の
流
が
祭
え
る
に
及
ん
で
、
と
の
流
を
く
む
中
院
家
ハ
後
に
久
我
と
蹴
す
〉
が
源
氏
長

者
を
調
占
し
た
。
後
、
南
北
朝
時
代
に
至
り
、
足
利
将
軍
が
出
現
す
る
に
及
ん
で
、
足
利
義
浦
の
と
き
、
時
の
源
氏
長
者
久
我
具
温
か
ら
‘
源
、

抽
出
，
．

氏
長
者
を
ゆ
ボ
ら
れ
、
足
利
将
軍
代
々
と
れ
を
猫
占
し
、
徳
川
将
軍
も
亦
、
そ
の
先
縦
を
迫
う
て
幕
末
に
至
っ
た
。

・
源
氏
長
者
に
封
し
、
損
氏
と
並
ん
で
同
じ
賜
姓
平
氏
に
沿
い
て
は
、
選
に
平
氏
長
者
な
る
も
の
を
停
え
℃
い
な
い
の
も
、
亦
注
目
す
ぺ
き
で

あ
ら
う
。

倒
橘
氏
長
者

橘
氏
は
、
八
世
紀
の
諸
兄
を
始
砲
と
す
る
皇
別
で
あ
る
。

一
O
一
世
紀
頃
ま
で
は
廟
堂
に
柴
え
て
納
言
以
上
に
の
ぼ
る
も
の
も
少

く
な
く
、
そ
の
人
を
以
て
長
者
と
し
て
い
た
。
寧
卑
分
眠
に
よ
れ
ば
、
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長

老

長

者

－

長

者

椿
兄

BEt－
－
奈
良
廊
昌
一

I
B
I－
－
島
回
廊
昌
一
i
l
l
1
1
1
J

一

長

老

長

者

－

長

老

長

者

長

者

丁
虞
材

1
1
1
1
i峯
範

1
1
1
1庚
相

f
i
l
l
j会
材

I
l
l
1
好
古
l
i
t－

－

長

者

長

者

丁
長
谷
雄

1
1
1
1
1海
雄

1
1
1
1

一

（

長

者

）

Fi嘗
主

1
1
1
1
1安
吉
麻
呂

1
1
1
1良
猫

l

l
ト
教
行
ili－
－
敏
行
｜
卜
l
l
帽字

丁
良
根

一

長

者

「
良
基
I
l－
－
喜
I
l
l
l

と
な
っ
て
い
る
。
然
る
に
と
の
氏
で
参
議
以
上
に
上
る
も
の
は
、
永
観
元
年
ハ
A

・D
－
九
八
一
一
己
に
、
参
議
を
以
て
授
し
た
橘
恒
卒
友
最
後

と
し
て
、
再
び
出
で
蕊
か
っ
た
。
と
と
に
橘
氏
の
長
者
職
は
、

一
種
特
殊
な
形
髄
を
と
る
に
至
り
、
氏
長
者
の
樺
能
が
ニ
つ
に
分
け
ら
れ

τ、

氏
院
ハ
後
遺
〉
の
別
賞
職
と
、
氏
皐
を
行
う
も
D
と
が
各
身
分
離
さ
れ
、
前
者
を
橘
氏
中
の
長
者
が
市
め
て
、
と
れ
を
橘
氏
長
者
と
稿
し
、

後
者
の
職
能
を
果
す
も
D
は
、
・
橋
氏
と
血
縁
闘
係
の
あ
る
他
氏
。
公
卿
を
以
て
充

τ、
と
れ
b
z
橘
氏
是
定
主
よ
ん
だ
。
隼
卑
分
脈
橘
氏
。
系
圃

に
、
長
者
と
注
し
て
い
る
の
は
、
と
の
意
味
の
臣
官
者
で
あ
っ
て
、
好
古
以
後
D
長
者
は
、
攻
の
如
く
で
あ
る
。

＼ 

好
古

l
J
I－
－
銭
政

一

長

者

一l
敏
政
l
l」
l
剣
先

一

長

者

長

者

長

者

長

老

「
則
隆

1
1
1
1成
任
｜
｜
｜
話
I
l
l
l
E
l
i
l
l
1
一

．、、

一

長

者

直

訳

者

長

者

一1
以
長

l
i
l
l
1以
放

I
l
l
1
1以
纏

I
l－
－

橘
氏
の
是
定
は
、
既
に
西
宮
記
靖
時
に
、

「
定
橘
氏
之
傍
人
事
、
雄
不
橘
月
、
以
橘
氏
外
戚
王
卿
、
。
依
恥
皐
被
下
宣
旨
外
記
氏
院
」

と
あ

民

t量

者
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氏

者「

一
「
ヤ

る
0

・
西
宮
記
は
、
天
元
三
年
ハ
A
・
D
－
九
八

O
V
に
麗
し
た
源
高
明
の
著
書
で
あ
り
、
そ
の
著
作
は
．
彼
が
安
和
二
年
ハ
A

・
D
－
九
六
，

九
v

、
藤
原
氏
の
謀
略
に
よ
っ
て
大
宰
府
む
配
流
虐
ら
れ
る
以
前
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
白
で
、
橘
氏
最
後
O
公
卿
橘
恒
平
死
震
以
前
、
簡
に

と
う

L
た
慣
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
し
、
と
れ
が
恒
例
と
な
っ
た
の
は
、
寛
和
ハ
A4
・
D

・
九
八
五

l
九
八
六
〉
頃
か
ら
の
と
と

で
、
そ
の
最
初
の
入
は
、
嘗
時
大
納
言
で
あ
っ
た
藤
原
道
隆
で
あ
る
。
道
隆
心
母
は
、
揖
津
守
藤
原
中
正
D
女
で
あ
り
、
そ
の
母
が
中
納
言
橘

澄
清
の
女
で
あ
る
、
と
と
る
か
ら
、
そ
の
職
に
営
っ
た
の
で
あ
る
。
後
、
と
の
聞
係
か
ら
彼
の
子
孫
で
あ
る
九
僚
家
が
主
と
し
て
世
襲
的
に
そ
の

地
位
を
占
め
た
。
ま
葉
安
元
三
年
六
月
五
日
の
艇
に
と
の
聞
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

抑
此
一
族
篤
橘
氏
是
定
由
来
者
、
氏
公
卿
絶
之
後
、
無
人
予
行
氏
欝
事
、
何
寛
和
之
比
、
中
関
白
道
隆
策
大
納
言
時
、
蒙
宣
己
目
所
行
也
、
共

闘
以
者
、
揖
津
守
中
正
之
妻
者
、
中
納
言
橘
濯
清
女
也
、
即
道
隆
・
遺
品
で
御
堂
等
之
外
帆
母
也
、
依
昭
穆
行
此
爵
事
云
身
、

奉
献
宜
回
目
等
案

橘
氏

〈
粂
実
）

請
以
右
大
臣
被
令
定
行
氏
爵
事
献

右
氏
人
之
中
、
無
公
卿
之
時
、
随
氏
族
申
請
被
下
宣
旨
、
令
定
行
氏
爵
事
者
例
也
、
愛
於
奮
風
矯
中
納
言
橘
澄
清
卿
女
巌
子
之
外
流
、
依
非

ハ
基
房
）
t

無
昭
穆
、
諦
申
閥
由
之
慮
、
日
以
如
件
、
何
録
事
航
、
謹
請
鹿
分
、

i

散
位
従
五
位
下
橘
朝
臣

安
元
三
年
四
月
十
三
日

ハ
O
中
関
．
橋
氏
人
蓮
田
帯
六
人
略
ス
）

前
筑
前
守
正
五
位
下
橘
朝
臣
以
政

と
の
記
事
に
つ

Y
い
て
、
時
白
橘
氏
長
者
以
政
と
大
外
記
清
原
頼
業
の
注
進
し
た
恒
卒
以
後
是
定
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
‘

、--
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ぺ
藤
遭
隆
V

中

闘

自

覚

和

六

年

宣

下

大
納
言

〈
藤
道
長
V

御

堂（
藤
島
民
詔
ν

大

二

僚

殿

長
徳
一
万
年
笠
下

六
一
一
言

覚
仁
元
信
・
宣
下

中
納
言

〈
藤
郎
賞
〉

京

極

殿

治

暦

元

年

宣

下

右
大
臣

〈
藤
信
長
〉

九

傑

相

園

承

保

四

年

宣

下

内
大
医
・

〈
源
有
仁
〉

花
園
左
大
臣
天
治
元
年
宣
下

内
大
医

（
藤
基
実
〉

六
一
一
僚
撮
政

民

（
藤
遺
品
部
）

栗

問

闘

白

〈
藤
頼
温
）

宇

治

臨

永
延
二
年
宣
下

中
納
言

長
和
四
年
宣
下

大
納
言

〈
藤
頼
宗
）

堀
川
右
大
臣
娘
一
肌
配
年
宣
下

（
京
師
房
〉

土
御
門
右
大
臣
承
保
二
年
宣
下

右
大
臣

姻
. Jll -

左露
大俊

臣き

（
藤
緩
長
）

宇

治

左

i

府

〈
藤
基
房
〉

営

時

闘

白

左嘉
大像
、医元
年
宣
：下

久
安
三
年
宣
下

内
大
臣

長
和
四
年
十
二
月
五
日
、
氏
人
等
孝
之
、
被
下
宣
旨
日
不
分
明
、
子
時
参
議
、

寛
仁
元
年
十
二
月
廿
八
回
、
中
町
大
臣
仰
大
外
記
小
野
文
韓
日
、
宜
令
件
卿
定
行
橋
氏
傍
事
、
子
時
中
納
言
、

情
麿
一
冗
年
十
二
月
廿
三
日
、
左
大
臣
仰
大
外
記
中
原
師
一
今
一
耳
、
宜
令
件
大
臣
定
行
氏
爵
事
、
子
時
右
大
臣
、

承
保
三
年
E
月
五
日
、
構
大
納
言
源
頼
房
卿
仰
少
外
記
惟
宗
頼
経
云
、
軍
令
件
大
臣
定
行
彼
氏
欝
事
者
、
関
白
左
大
臣

酵
退
替
、

長

者

保

元

一

一

年

宣

下

卒

治

元

年

宣

下

大

納

言

中

納

言

と
れ
は
、
橘
以
放
の
注
進
し
た
、
橘
氏
の
所
停
で
あ
る
。
然
る
に
、
大
外
記
頼
業
の
注
進
す
る
と
と
る
は
、
少
々
異
同
が
あ
る
。
即
ち
、

押
（
藤
道
臣
民
〉
堂
直
一
暦
四
年
八
月
廿
二
日
、
擢
中
納
言
保
光
卿
仰
大
外
記
滋
野
善
一
言
云
、
宜
令
件
卿
行
彼
氏
霞
事
計
晴
雄
一
読
照
一
回
一
献
糟

（

源

〉

（

藤

遺

品

部

〉

俊

－

賢
（
藤
敬
遜
）

大

ニ

僚

闘

白

（
藤
附
食
V

京

極

殿（
源
鰯
房
）

土
御
門
右
大
臣
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長

者

四

民
、

、（源俊田市〉

羽
川
左
大
臣

｝

l

〔
源
有
仁
〉

花
園
左
大
臣
、
天
治
元
年
十
一
月
十
五
日
、
樺
犬
納
言
能
俊
卿
仰
大
外
記
中
原
師
連
云
、
宜
令
件
大
臣
定
行
彼
昏
事
者
、
保
安
ニ
年
故
左
大

臣
辞
退
替
、
子
時
内
大
臣
、

保
元
元
年
十
周
廿
八
日
樺
中
納
言
藤
原
重
遁
卿
仰
大
外
記
中
原
師
業
云
、
宜
令
件
構
大
納
言
定
行
彼
氏
態
事
者
、
子
時
権
大

納
言
、

（
藤
額

45

宇
治
左
穴
臣

（
藤
基
房
）

閥

白

殿

 
 

平
治
元
年
十
二
月
二
日
被
下
橘
氏
是
定
宣
皆
、
子
時
樺
大
納
言
、

右
ニ
設
の
相
同
時
は
、
前
者
の
字
情
殿
は
後
者
で
は
源
俊
賢
と
あ
り
、
前
者
。
堀
川
右
犬
匡
（
藤
頼
宗
）
と
九
僚
相
園
（
藤
信
長
）
の
二
者
ど
！

後
者
に
快
い
て
い
る
。
先
づ
前
白
、
宇
治
殿
（
藤
頼
遁
V

と
俊
賢
（
源
〉
と
は
、
何
れ
に
従
う
べ
き
か
b
L
考
え
る
に
、
御
堂
闘
由
記
寛
弘
六
年

十
二
月
十
四
日
の
僚
裏
蓄
に
、

「
左
衛
門
替
家
橘
氏
欝
議
、
一
宮

「
橘
氏
是
定
以
左
衛
門
替
諦
申
、
被
下
宣
旨
」
と
あ
り
、
二
十
九
日
の
僚
に
、

々
」
と
あ
る
。
時
の
左
衛
門
替
は
‘
藤
頼
通
で
あ
り
、
こ
の
時
橘
氏
是
定
宣
下
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
の
に
、
橘
家
の
一
防
俸
に
も
外
記

局
の
文
書
に
も
な
い
。
外
記
局
白
所
俸
に
？
源
俊
賢
に
つ
い
て
、
長
和
四
年
十
二
月
五
日
の
氏
人
等
の
奉
献
が
あ
る
と
い
い
、
而
も
そ
の
宣
下

の
日
不
分
明
と
あ
る
と
い
い
、
橘
氏
所
停
で
は
と
D
年
に
宇
治
殿
に
宣
下
が
あ
っ
た
と
い
う
、
此
の
間
に
錯
簡
が
あ
る
や
に
思
わ
れ
る
。

思
う
花
、
抑
堂
開
白
記
に
よ
り
、
宇
治
殿
騎
遇
。
是
定
と
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
と
と
に
疑
い
な
い
と
す
れ
ば
．
長
和
四
年
に
閲
す
る
所
停
は
、

頼
温
の
癖
・
退
が
あ
っ
て
、
橘
民
の
氏
人
は
源
俊
賢
を
推
拳
し
た
が
、
俊
賢
が
酔
返
し
た
L
め
、
韻
遁
の
再
任
と
な
っ
た
と
と
を
停
え
る
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
J

俊
賢
は
醍
醐
源
氏
源
高
明
の
子
で
母
は
右
大
臣
九
僚
師
輔
D
女
で
、
橘
氏
と
の
血
縁
的
関
係
は
た
い
の
で
、
彼
が
橘
氏
氏
人
、

か
ら
推
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
強
い
て
求
め
れ
ば
、
そ
の
母
が
、
そ
の
外
孫
の
放
を
以
て
最
初
の
是
定
と
な
っ
た
道
隆
の
却
叫
に
蛍

る
と
い
う
闘
係
か
ら
で
あ
ら
う
。
，
次
に
犬
外
記
の
注
進
に
は
献
け
て
い
る
堀
川
右
大
臣
（
輯
宗
）
ど
九
保
相
圃
〈
藤
一
長
）
と
に
つ
い
て
は
、

橘
氏
。
所
俸
に
従
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
土
御
門
右
大
臣
ハ
源
師
房
）
及
び
堀
川
左
大
臣
（
源
俊
民
〉
の
父
子
と
、
花
園
左
犬
臣
（
源
有
仁
）

D
F
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三
源
氏
は
、
繭
設
と
も
一
致
じ
て
・
い
る
が
、
共
に
橘
氏
と
白
血
諒
闘
係
は
明
か
で
な
い
。
師
房
は
村
上
源
氏
の
始
祖
で
、
兵
卒
親
王
の
王
子
で

あ
り
ー
そ
の
母
は
、
矯
卒
親
王
D
王
女
で
あ
る
。
強
い
て
求
め
れ
ば
、
矯
卒
親
王
D
母
が
九
保
師
輔
の
女
で
あ
る
か
、
或
は
‘
骨
格
卑
分
脈
に
、

師
房
が
「
矯
字
治
踊
由
猶
子
云
々
」
と
る
る
闘
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
堀
川
左
大
臣
ハ
椋
俊
民
V

は
、
そ
の
子
で
あ
る
。
そ
の
母
は
御

堂
闘
白
誼
長
D
女
で
あ
る
。
と
れ
は
橘
氏
是
定
と
な
る
い
わ
れ
が
強
い

τつ
け
ら
れ
れ
ば
、
っ
け
得
ぬ
と
と
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
花
園
左
大

臣
（
源
有
仁
）
の
場
合
も
、
彼
が
後
一
一
一
保
天
皇
々
子
輔
仁
親
王
の
王
子
で
、
母
は
源
師
忠
の
女
で
あ
り
、
師
忠
D
母
が
橘
氏
是
定
堀
川
右
大
臣

（
藤
踊
宗
V

の
女
で
あ
る
、
と
い
う
わ
・
ヂ
か
な
闘
係
が
み
と
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
西
宮
記
に
、
橘
氏
を
外
戚
と
す
る
王
卿
を
以
て
充
て
る

と
見
え
で
も
ー
そ
の
原
則
は
頗
る
便
宜
的
な
も
D
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
市
も
玉
葉
に
見
え
る
如
く
、
橘
氏
是
定
ぽ
橘
澄
清
白
外
流
が
な
る
べ

き
原
則
は
、
忘
れ
ら
れ
て
い
に
の
で
は
な
く
、
職
原
抄
に
、
橘
氏
是
定
は
、
「
近
代
九
僚
流
被
渡
之
、
何
他
人
不
望
之
、
依
之
橘
家
皆
嵐
彼

家
」
と
停
え
て
い
る
。

黛
引
抽
選
氏
「
令
絡
の
成
立
年
代
に
づ
い
て
」
（
奥
皐
耕
誌
六
二
ノ
七
〉

2

類
楽
園
史
問
。
後
宮
部

3

三
代
絡
十
ご
斉
衡
三
年
三
月
十
三
日
官
符
嬢
停
止
左
右
京
五
畿
内
隠

，
首
括
出
附
駿
事
「
隠
首
色
不
獲
止
有
可
尉
者
・
氏
中
長
者
覆
実
加

国
君
、
申
所
旬
、
待
報
而
後
附
吸
U

三
代
絡
一
一
万
慶
五
年
十
月
十
六
日
官
符

三
代
格
一
寛
卒
五
年
十
月
サ
九
日
官
符

註
－

6 

除
目
大
成
抄
一

貞
丈
雑
記
（
四
官
位
）
「
淳
和
院
奨
皐
院
の
別
賞
の
察
、
肱
二
つ
の
院

は
源
氏
の
摩
文
防
の
名
也
・
源
氏
の
長
者
た
る
人
、
其
準
文
所
の
支

配
す
る
を
別
賞
主
い
ふ
、
将
軍
家
は
源
氏
の
長
老
た
る
に
主
P
て、

淳
和
奨
拳
商
，
院

ω別
賞
に
な
り
給
ふ
也
’
一

海
人
藻
亦
「
奨
感
院
淳
和
院
者
、
源
家
相
綴
之
露
、
久
我
相
聞
（
具

遜
会
〉
鹿
苑
院
殿
へ
永
グ
去
遜
セ
ラ
レ
畢
」

7 

4 5 
側
王
氏
是
定

八
世
記
頃
ま
で
は
、
r

禦
浪
の
級
化
人
や
、
或
は
高
麗
百
慣
の
販
化
人
で
、
彼
地
の
圏
玉
の
子
孫
と
誇
揺
し
、
主
姓
を
稀
ず
る
も

陸
ー

の
が
あ
っ
た
が
、
王
氏
長
者
は
、
と
れ
等
氏
伎
の
長
者
で
は
な
い
。
九
世
組
以
降
、
諸
玉
の
族
閣
を
、
王
氏
と
呼
ん
だ
。
令
制
で
は
、
皇
兄
弟
及

氏

長

者

－
五

, .. 
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民

長

者

一六

＼
 

ぴ
自
宅
子
こ
世
〉
を
親
王
と
し
、
皇
孫
ハ
二
世
v

・
皇
曾
孫
1
2ニ
山
首
u

・
皇
玄
孫
ハ
四
社
〉
ま
で
を
諸
王
と
し
、
以
上
を
皇
親
と
し
バ
五
世
は

陸
2

王
号
を
構
す
る
と
と
は
出
来
た
が
、
皇
親
に
敷
え
・
な
か
っ
た
c
慶
雲
一
一
．
年
・
〈
A
・
D
－
七

O
六
〉
に
、
擁
大
し
て
五
世
王
を
も
皇
親
に
到
に
加

え
、
五
世
巴
下
の
そ
の
承
嫡
者
は
主
号
を
稽
せ
し
め
た
。
延
暦
十
七
年
（
A
・
0
・
七
九
八
）
に
令
僚
に
復
し
た
が
、
平
安
時
代
中
頃
ま
で

は
、
七
世
王
、
八
世
王
が
み
え
る
の
は
、
慶
雲
以
後
、
延
暦
十
七
年
に
至
る
聞
の
制
の
名
蔑
り
で
あ
ら
う
。
汽
観
十
二
年
（
A
・
D
－
八
七

院
S

O
）
豊
前
王
の
識
に
従
っ
て
、
王
鵡
を
賜
う
諸
王
の
放
を
四
百
二
十
九
人
と
定
め
、
（
と
D
教
に
延
喜
正
親
式
亦
同
巴
）
以
後
、
王
鵡
を
受
け
’

る
樺
利
を
生
・
ヂ
る
年
齢
十
三
歳
に
達
し
て
も
、
般
・
な
け
れ
ば
、
と
れ
に
加
え
な
い
と
と
と
し
た
。
即
ち
玉
氏
長
者
の
下
に
あ
海
諸
王
の
犬
教

は
、
ほ
ぽ
と
れ
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
よ
う
。
然
る
に
嵯
暁
天
皇
以
後
、
皇
子
賜
姓
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
皇
子
の
と
き
賜
姓
の
・
な
か
っ
た
者
も
、

孫
玉
に
な
れ
ば
殆
ん
E
必
ヂ
賜
姓
あ
る
こ
と
が
例
と
な
っ
で
、
諸
王

ω撒
は
・
次
第
に
減
少
し
た
。
と
く
に
卒
安
末
期
皇
子
出
家
の
風
な
と
っ
た

と
と
は
、
と
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
。
一
千
安
来
事
に
、
諸
王
が
如
何
に
少
く
な
ヲ
た
D
は
、
例
へ
ば
、
康
治
二
年
六
月
六
日
の
臨
時
二
十
二

枇
奉
幣
使
の
伊
勢
使
に
、
散
位
範
資
玉
を
任
巴
た
。
元
来
使
王
は
ト
備
に
よ
っ
て
定
め
る
例
で
あ
っ
た
が
、
営
時
在
京
の
王
は
一
人
の
み
で
あ

っ
た
の
で
、
ト
串
を
行
わ
ホ
に
定
め
た
ほ
E
で
あ
る
。
天
養
二
年
二
月
六
日
、
伊
勢
公
卿
勅
使
定
が
あ
っ
た
が
、
台
記
に
は
、
「
先
日
外
記
震

肱’
a

憲
京
市
云
、
行
粂
壬
之
外
、
可
奉
俊
之
互
不
侍
、
或
服
或
境
外
、
因
之
不
可
ト
者
」
と
記
し
て
い
る
。
平
安
末
期
区
ほ
諸
王
が
と
れ
を
得
る
に
悶

能
暗
殺
ほ

ε少
か
っ
た
む
・
と
が
う
か
交
わ
れ
る
。
わ
や
J

か
に
．
そ
の
世
襲
す
る
所
職
の
故
に
「
玉
」
競
を
み
と
め
包
れ
た
花
山
天
皇
の
子
孫
と
、

三
僚
天
皇
の
子
部
が
、
鑓
則
的
な
「
王
」
と
し
て
王
氏
を
構
成
じ
た
。
前
者
は
、
花
山
天
皇
k

子
清
仁
親
王
の
育
で
、
親
王
の
王
子
延
信
が
源

姓
を
賜
っ
て
紳
眠
伯
と
な
り
、
そ
の
子
康
資
孫
額
蔵
相
つ
い
で
紳
祇
伯
と
な
る
に
及
ん
で
、
額
鹿
は
源
姓
よ
り
「
主
」
に
復
し
、
以
後
と
の
家

が
代
々
一
脚
祇
伯
を
世
襲
す
る
ど
共
に
、
玉
岡
田
を
稿
し
た
。
一
一
一
傍
天
皇
の
王
氏
は
、
小
一
一
僚
院
敦
明
親
王
D
王
子
敦
宗
主
か
ら
出
で
、
そ
め
子
教

輔
、
神
祇
伯
主
在
っ
て
王
と
稿
し
た
が
、
敦
輔
の
子
遁
季
に
至
っ
て
、
天
喜
三
年
、
天
膚
（
村
上
〉
御
後
の
王
氏
た
る
べ
き
ん
G
一
旨
を
う
け
て
、性
5

以
後
、
代
々
王
を
稿
し
た
。

ζ

D
家
は
、
皇
族
の
名
籍
を
盆
－
P
、
そ
の
季
藤
時
服
の
と
占
を
行
う
厄
親
司
の
長
官
た
る

E
親
定
を
世
襲
し
た
ο
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「
玉
氏
者
、
往
古
乙
倒
、
親
王
矯
其
長
、
近
代
矯
王
氏
之
者
、
第
一
橋
之
」
と
あ
り
、
遡
つ

而
し
て
職
原
抄
に
、
氏
長
者
の
と
と
を
の
ぺ
て
、

て
、
玉
葉
治
承
二
年
五
月
五
日
の
僚
に
、
大
外
記
清
原
頭
説
と
右
大
臣
粂
賓
と
の
問
答
を
の
せ
、

一
平
一
氏
慢
事

往
昔
第
一
一
親
壬
拳
之
、
中
古
以
来
、
諸
王
之
中
震
長
者
之
者
皐
之
、
年
来
神
祇
伯
額
贋
王
所
奉
也
、
而
出
家
之
閥
、
今
年
有
蓮
晶
、
実
故

者
、
割
引
綱
王
棚
一
躍
一
一
一
郎
即
営
時
依
父
謀
、
執
務
一
彼
氏
事
、
又
宮
崎
一
脚
紙
伯
上
奉
航
者
、
雨
人
共
血
事
、
古
今
未
聞
、
然
而
外
記
不
能

進
止
、
臨
期
奏
事
由
、
可
左
右
云
々
、

愚
案
、
依
紳
祇
伯
不
可
翠
玉
氏
骨
、
仲
資
玉
串
旨
可
謂
濫
吹
、

と
み
え
、
後
述
す
る
如
き
氏
長
者
の
重
要
な
樺
能
の
一
で
あ
る
氏
皐
が
、
昔
は
第
一
親
王
が
行
い
、
中
ご
ら
諸
王
中
の
長
者
が
行
い
、
平
安
末
で

は
、
神
祇
伯

1
伺
裂
が
行
っ
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
o
然
る
に
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
神
祇
伯
が
王
氏
長
者
。
機
能
を
行
う
は
略
儀
で

「
主
氏
御
申
女
事
、
第
’

あ
る
と
し
、
再
び
第
一
親
王
に
か
え
さ
れ
た
。
康
市
記
賀
徳
一
冗
年
ハ

A

・D
－
一
四
四
九
）
十
二
局
十
一
日
の
僚
に
、

一
親
王
鶏
是
定
可
被
申
請
也
、
営
時
親
王
御
一
一
間
也
、
此
御
申
文
可
被
準
致
、
近
年
紳
祇
伯
被
出
件
申
文
之
像
、
只
近
年
也
、
親
王
無
御
座
之

時
、
元
此
分
也
」
と
み
え
、
と
れ
に
封
し
内
大
臣
藤
原
公
保
は
、
「
此
事
近
代
之
伯
献
之
者
略
儀
也
、
復
奮
規
可
有
御
申
文
之
肱
郎
、
道
之
再
興

s

白
出
」
と
賛
成
し
、
そ
の
と
と
が
賢
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
王
氏
長
者
。
費
濯
は
、
源
氏
長
者
の
場
合
と
同
じ
運
命
を
一
不
す
も
り
で
あ
る
。

な
ほ
王
氏
長
者
は
、
後
に
白
べ
る
橘
氏
。
場
合
と
同
じ
く
、
必
定
と
よ
ば
れ
、
王
氏
長
者
と
稿
し
た
例
は
、
殆
ん

ε見
嘗
ら
な
い
。

同
藤
氏
長
者
氏
長
者
。
最
も
典
型
的
な
も
の
は
、
藤
氏
長
者
で
あ
る
。
然
し
藤
氏
長
者
の
競
が
始
ま
っ
た
時
期
む
つ
い
て
は
数
設
あ
る
o
傘

卑
分
脈
に
よ
れ
ば
、
不
比
等
を
以
て
長
者
始
と
し
、

、

氏

長

者

一
七
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者
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1
1
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l
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恭
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衆
忠

（
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氏

長

者

氏

長

老

氏

長

者

氏

長

老

氏

長

者

｜
案
受

i
l
l
l良
経

1
1
1
1道
家

1
1
4
1敦
賀

1
1
1
1忠
家

一
（
二
僚
V

氏

長

者

氏

長

者

氏

長

者

丁
良
実

1
1
1
1
t師
忠
｜
l
l策
基

ス
一
俊
）
氏
長
者
氏
長
者

丁
実
経

1
1
1
1
1家
経

／ 

ニ

中
隠

所

枕

‘

〔
良
房
〉

大
織
冠
鎌
足
淡
海
公
不
比
等
房
前
議
等
男
寵
楯
議
内
庭
右
大
臣
関
院
附
醐
五
位
公

ま
た
、
平
安
末
の
寧
中
臆
O
読
に
は
、

（
暴
級
｝
（
由
仙
卒
〉

昭
官
一
公
貞
信
公

長
良

（
師
輔
〉

九
僚
殴

（
粂
家
）
｛
道
隆
）

大
入
道
殿
後
入
道
殿

〈
数
逼
〉

二
僚

（
師
質
）
〈
師
通
〉
ハ
忠
実
》
（
忠
逮
V

大

殿

後

二

僚

宮

家

法

性

寺

頼

長

基

賓

1
基
房

へ
額
通
〉

字
治

と
な
っ
て
治
h
v
、
ニ
中
盤
で
は
、

左
緒
嗣
額
一
一
一
幹
中
良
房
同
十

左

夫

暦

三

萱
頼

大
時
乎
寛
平
九

中
忠
卒
延
喜
九

右

寛

平

三

良
世

内
基
盤
貞
観
十
五

店
主
和
三
右
賢
一
銭
一
一

内書謡一↓一

右
讃
集
長
徳
一
万
右
道
長

方
策
家
覚
和

内
遺
隆
永
一
杯
一
一

左
額
忠
貞
元

関
年
内
頼
温
寛
仁
一
お
左
教
温
康
卒
七

太
忠
安
藤
和
一
元

忠
遁
保
安

左
師
賓
承
係
ニ

明
師
遁
寛
治
八

氏

長

者
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氏

長

者

~ 

0 

と
み
え
て
、
承
和
元
年
、
時
C
左
大
臣
緒
嗣
か
ら
始
っ
た
と
し
て
い
る
。
を
白
後
に
沿
い
て
も
、
一
一
一
者
相
互
に
若
干
白
出
入
が
あ
る
。
ま
た
、
l

a
H
F

・

＼

‘

・
公
卿
楠
任
は
、
藤
氏
に
限
り
、
民
長
者
と
な
っ
た
日
付
を
註
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
弔
三
年
ハ
A

・D
－
八
九
一
v
の
僚
に
、

右
大
臣
正
一
一
一
位
藤
良
世
三
月
十
九
日
任
‘
左
大
特
如
元
、
廿
九
日
語
長
者
、

と
あ
る
の
が
最
初
で
る
る
。
と
D
年
の
五
月
十
三
日
に
太
政
大
臣
藤
基
盤
が
菟
じ
、
一
一
一
月
十
九
日
に
良
世
が
大
納
言
か
ら
右
大
臣
に
す
込
ん
で

い
る
。
義
経
硬
後
で
は
、
藤
氏
筆
頭
公
卿
で
あ
る
の
で
、
良
世
の
民
長
者
は
、
・
基
盤
の
民
長
者
で
あ
っ
た
と
と
の
後
を
う
げ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
＝
中
開
に
、
代
々
藤
一
氏
畏
者
と
な
っ
た
年
を
註
し
て
い
る
が
、
承
和
元
年
始
矯
氏
一
長
者
と
あ
る
と
の
年
は
、
仁
明
天
皇
の
即
位
。
年
で
あ

る
に
す
ぎ
命
、
締
闘
が
、
藤
氏
。
首
席
公
卿
と
し
て
右
大
臣
で
あ
っ
た
の
は
と
れ
よ
り
も
以
前
か
ら
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
〈
根
蟻
D
な
い
も
の
、
、

主
考
え
ら
れ
る
。
象
卑
品
川
眠
D
不
比
等
初
代
詩
及
び
掌
・
中
盤
D
大
織
笥
読
は
、
後
世
か
ら
推
し
て
あ
て
た
も
O
で
あ
ら
う
。
特
に
掛
卒
中
躍
は
、

師
輔
な
E
を
加
え
て
、
作
需
の
跡
が
う
か
悼
あ
わ
れ
る
。
治
そ
ら
く
藤
氏
長
者
D
鵠
が
周
い
ら
れ
た
D
は
、
基
経
ど
る
か
ら
D
乙
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。
八
世
組
頃
に
は
、
藤
原
氏
に
語
い
て
は
、
他
の
古
代
民
族
の
如
〈
、
明
瞭
な
形
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
離
原
氏
の
氏

陵
町

枇
と
し
て

η
春
日
枇
が
形
成
さ
れ
た
の
も
、
八
世
相
も
余
程
す
ぎ

τの
と
る
D
と
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
九
世
杷
か
ら
一

O
世
紹
胞
か

げ
て
、
藤
原
政
権
が
形
成
し
問
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
藤
原
氏
の
人
々
の
間
に
、
民
族
と
し
て
の
族
的
意
識
が
形
成
強
佑
さ
れ
、
や
が
て
他
D
氏

族
と
同
様
民
慢
者
の
競
が
必
要
と
さ
れ
て
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
職
原
抄
」
下
、
藤
原
氏
長
者
の
僚
に
、
「
曲
家
嬬
政
関
白
詔
之
人
需
共
・

！
仁
、
伺
別
不
及
宮
下
也
、
但
宇
治
左
大
巨
額
長
会
、
非
播
闘
矯
長
者
宣
下
之
例
泊
初
於
此
乎
’
｝
と
あ
っ
て
、
撮
政
関
白
が
藤
氏
長
者
と
な
る
と

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
鎌
倉
以
降
の
ζ

と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
、
掃
閥
職
と
は
関
係
な
く
、
「
民
一
人
」
が
室
副
唱
に
よ
っ

て
そ
の
地
位
を
占
め
た
白
で
あ
る
。
ニ
中
歴
の
藤
氏
長
者
匿
の
屑
書
は
、
長
者
に
な
っ
た
主
き
C
官
職
乞
註
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
公

卿
補
任
と
艶
比
す
る
と
、
戎
の
よ
う
に
な
る
。

望
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胸
V

内
頼

宥内

良基
大
時

中

忠
左
賞

右

伊
右

顧
左内
頼宋

右
晶
品

内
道

右
誼

右
誼

腫

経
貞
額
十
五

中
世
寛
平
三

乎
寛
平
九

五
目
延
喜
九

頼
天
暦
三

者
J

安
和
三

z
b

ハ旅〉

足
天
延
三

重
（
延
二
）

語
天
線
三

忠
貞
一
万
二

家

寛

和

隆
永
一
昨
ニ

集
長
徳
一
万

長

同

年

遁
寛
仁
一
苅

氏

長

E
三
百
十
九
日
伝
・
廿
九
日
矯
氏
長
者

巨
（
寛
平
八
年
十
二
月
サ
五
回
数
仕
、
左
大
医
）

？
六
月
十
九
日
任
、
同
日
銭
長
者

言
（
延
喜
九
年
以
月
九
日
義
・
左
大
臣
〉

四
月
九
日
任
｛
超
越
兄
仲
卒
）
同
日
銭
氏
長
者
、

樺
中
納
言
〈
天
暦
一
三
呼
八
月
十
四
日
第
、
関
白
V

（
会
卿
補
包
氏
長
者
と
な
る
と
主
主
註
せ
ず
）

左
大
臣
〈
安
和
一
三
伴
瓦
月
十
八
日
義
揚
政
太
政
大
臣
）

（
公
卿
補
任
長
者
と
な
る
乙
正
彦
註
せ
ず
〉

右
大
臣
五
月
廿
日
勅
橋
行
庶
政
、
ハ
天
株
三
年
十
一
月
一
日
藷
、
採
政
V

十
一
月
十
七
日
銭
氏
長
者
、
（
十
一
月
廿
七
日
乗
通
内
大
医
関
白
と
鋳
る
）

右
大
臣
（
天
延
二
年
二
片
八
日
止
長
者
）

一
一
月
八
日
崎
氏
民
者
、
サ
八
日
太
政
大
臣
怠
ニ
位
、
三
月

闘
白
向
大
臣
サ
六
日
詔
闘
臼
古
問
機
〈
貞
元
二
年
す
一
月
八
日
発
）

Z
十
一
月
十
一
白
詔
令
関
白
万
機
関
日
再
鋳
同
記
者

巨
〔
寛
和
ニ
年
六
均
廿
三
日
止
関
白
、
太
政
大
毘
如
完
〉

六
月
町
出
向
震
構
情
旗
、
r

同
日
氏
長
者
、
（
永
一
昨
二
年
五
月
五
日

匡
辞
捺
政
大
政
ム
医
夏
詔
踊
白
、
八
日
返
嗣
白
、
七
月
二
日
義
）

Z
五
月
へ
日
詔
令
闘
白
、
十
三
日
儀
氏
長
者
、
廿
六
日
英
令
嬢
欧
、

臣
（
正
暦
六
年
仏
一
万
三
日
依
病
危
急
室
館
関
白
、
波
長
者
印
於
右
大
慮
、
十
日
亮
》

臣
四
月
”
す
七
日
銭
関
白
、
同
サ
八
月
居
畑
氏
司
究
者
、
五
月
八

1
菜、

右

大

臣

右大左右内右
大

右

大
内

大

者、

公

卿

補

任
ハ
寛
平
三
年
五
月
十
三
日
常
路
、
太
政
大
臣
〉

大納大大大

E
六
月
十
九
日
任
右
大
医
、
震
氏
長
者
、

巨
（
寛
仁
一
万
年
三
月
よ
表
辞
摂
政
）

ま
三
月
十
六
日
矯
織
政
、
諮
問
自
得
長
者
印
、

E
【
康
卒
宅
年
七
月
八
日
上
表
僻
職
、
十
二
月
十
三
日
譲
氏
長
老
於
左
大
医
）

、 Fリ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



 

民

者．

長

左
敬

遁
康
平
七

費
rp承
保
－
一

左

大‘

Z
十
『
一
月
十
三
日
民
愛
者
即
鱒
之
・

巨
〈
承
保
－
一
年
九
月
サ
五
日
義
、
銅
白
〉

E
十
月
十
三
百
波
長
者
昭
三
、
岡
月
十
五
日
穏
矯
閥
由
、

巨
（
寛
治
八
年
三
月
八
日
上
表
僻
関
白
、
許
之
）

K
〆

E
ゴ
一
月
九
日
家
関
白
詔
同
同
十
一
目
録
氏
長
者
・

・
フ
巨
玖
《
康
相
元
年
六
同
月
サ
八
日
苑
、
翻
白
内
大
医
》

構
大
納
言
刊
間
禁
制
臨
時
一
一
古
川
・
誠
一
明
胡
伸
一
政
措
十
説
明
臨
一
四
雄
一
陣
靭
民
家
行
者
）

臣
三
月
五
日
開
白
弱
、
同
被
鵠
渡
氏
義
者
、

左

大

右
師
内
師

賓遁

康＼寛
和治
元’八

内

大
忠忠

遁
保
安
『
一

大

内

右
表
に
明
ら
か
怠
如
く
、

掘
調
と
な
っ
て
民
長
者
と
な
っ
た
の
は
、

額
出
酬
の
再
任
以
後
の
と
と
で
、

忠
平
に
し
て
も
賞
績
に
し
て
も
、
開

白
、
或
は
揖
政
と
な
っ
た
白
は
、
氏
長
者
と
な
っ
て
数
年
後
の
と
と
で
あ
る
。
頼
忠
と
粂
温
の
場
合
の
如
き
、
頼
忠
が
氏
長
者
と
怠
っ
た
同
じ

月
に
象
遁
が
闘
白
と
な
っ
た
け
れ
E
も
、
象
通
氏
氏
長
者
が
渡
さ
れ
た
の
は
、
内
大
臣
か
ら
太
政
大
臣
に
憎
ん
で
プ
太
政
官
に
治
殴
る
席
戎
が
・

積
忠
の
上
に
な
っ
た
年
で
あ
る
1

而
も
頼
忠
と
代
う
て
象
通
が
長
者
と
な
っ
た
の
は
、
太
政
大
－
E
と
な
る
ニ
旬
前
日
で
あ
る
。
氏
長
者
が
撮
闘

職
と
不
可
分
に
な
っ
た
の
は
、
十
三
世
相
以
後
の
と
と
で
あ
る
。

，
藤
氏
長
者
た
る
白
地
位
の
授
受
広
際
し
て
は
、
朱
器
基
盤
と
長
者
印
と
が
白
そ
の
標
識
と
し
て
授
受
せ
ら
れ
た
と
と
は
、
周
知
の
如
〈
で
あ

る
。
中
右
記
寛
治
八
年
三
局
、
内
大
臣
師
遁
が
、
父
師
貨
に
代
つ

τ氏
長
者
と
な
っ
た
と
き
O
記
事
記
よ
れ
ば
、

朱
器
犬
盤
物
故
等

赤
小
唐
植
一
合
凱
場
小
権
一
令
側
、
少
白
長
一
徹
一
合
雑
一
世
入
朱
器
例
長
一
権
回
附
灯
時
一
等
、

持
守
也
、
有
俊
朝
一
良
・
下
家
司
貞
一
則
触
、
此
外
一
眼
均
一
一
伊
相
一
共
有
藤
氏
臣
官
者
印
也
、
－
（
O
市議一）

後
問
、
所
被
選
奉
之
庄
四
所
錦
町

U
L能
、
梼

と
あ
っ
て
、
江
次
第
抄
に
よ
れ
ば
、
と
D
朱
器
は
？
藤
原
be嗣
の
も
の
で
、
動
醐
申
院
に
治
か
れ
て
た
り
、
正
月
白
大
饗
に
と
の
器
を
用
う
る
と

朱
大
盤
廿
七
一
四
一
川
緊
域
一
一
一
一
誠
一
知
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い
ふ
。
長
者
の
標
識
と
し
て
と
れ
ら
D
も
の
が
授
受
せ
ら
れ
に
と
と
を
偉
え
る
史
料
ぱ
一
‘
十
一
世
相
に
な
っ
て
以
後
D
と
と
で
あ
る
＠
藤
氏
長

者
印
も
亦
同
様
で
あ
石
。
最
後
に
見
え
る
い
わ
ゆ
る
醍
下
渡
領
と
稿
せ
ら
れ
る
囚
薙
も
、
と
れ
が
渡
領
と
し
て
重
要
輔
さ
れ
る
よ
う
に
・
な
っ
た

の
は
）
十
二
世
記
以
降
の
と
と
で
あ
る
。
藤
氏
長
者
。
は
じ
ま
る
白
は
、
多
嗣
よ
り
も
後
で
冶
ら
う
と
と
は
）
と
の
鞘
か
ら
も
う
か

E
わ
れ

る。

晶

睦
1

・3
三
代
貧
録
貞
蔵
十
日
一
年
一
一
月
ニ
十
日
の
保
広
『
玉
氏
審
員
、
万
倍

品
構
品
目
』
と
あ
る
の
は
、
と
の
意
味
。
玉
氏
の
早
い
例
で
あ
る
。

綴
嗣
令

以
上
、
「
諸
王
」
に
づ
い
て
は
、
牧
島
寛
氏
「
王
朝
時
代
皇
室
奥
の

研
究
」
六
五
頁
以
下

写
卑
分
脈
三
保
源
氏
系
闘
参
照

宮
地
蔵
一
氏
神
準
備
考
ハ
門
「
春
日
制
批
の
成
立
』

西
宮
記
臨
時
三
、
な
ほ
江
次
第
抄
一
一
正
月
大
臣
家
大
獲
の
僚
に
「
藤

民
一
大
医
者
・
調
氏
長
者
也
」

5 6 

宮

7 

4 

四

氏
長
者
。
機
能
乃
至
擢
能
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
が
令
制
。
氏
宗
？
更
に
は
・
氏
ム
の
系
譜
を
ひ
く
も
D
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
継
承
し
℃
い
る

と

と

は

申

す

ま

で

も

な

い

。

－

そ
の
第
一
は
、
氏
紳
の
祭
杷
及
び
氏
枇
D
管
理
で
あ
る
。
と
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、
橘
氏
の
氏
紳
梅
宮
祉
で
あ
る
。
と
の
駐
は
、
現
在
京

都
市
右
京
匝
梅
津
前
岡
町
に
あ
る
紳
枇
で
、
祭
神
は
酒
解
紳
・
大
若
子
紳
＠
小
若
子
榊
・
酒
蝉
子
紳
と
停
ぇ
、
橘
諸
兄
の
母
麟
犬
養
三
千
代
・
D

杷
る
と
と
る
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
統
を
う
け
た
皇
后
の
隼
信
を
う
け
1

橘
氏
の
氏
紳
と
し
て
、
そ
の
祭
自
に
は
、
橘
氏
五
位
。
者
を
奉
幣
使
と

し
た
が
、
．
橘
氏
が
衰
え
、
藤
氏
が
橘
民
是
定
と
な
る
に
及
ん
で
、
と
の
駐
D
管
領
は
橘
氏
是
定
。
手
に
蹄
し
、
橋
氏
是
定
が
梅
宮
枇
D
別
賞
の

補
任
樺
を
も
ち
、
そ
の
幣
吊
紳
馬
は
、
是
定
が
奉
る
ζ
と
と
な
っ
た
。
公
事
根
源
）
梅
宮
額
。
僚
に
、
『
是
定
と
い
ひ
て
、
撮
家
O
人
D
管
領

国
－

ナ
る
祉
に
て
侍
に
b
p」
と
あ
る
は
、
と
れ
を
指
し
て
い
る
。
幡
宮
別
嘗
白
任
命
樺
も
橘
民
是
定
の
宣
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
と
と
や
、
菅
民
援
者

民

長

者
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長

＼ 

者

’
炉
、
実
寺
別
賞
を
推
察
す
る
と
と
り
そ
の
一
端
で
あ
勾
。
ザ
二
世
本
縁
、
平
野
祉
の
僚
に
、
言
語
源
氏
万
長
者
管
領
之
、
疋
続
、
鶏

、
一
言
等
乃
一
胴
官
宅
、
長
調
合
’
乃
宣
酢
補
寸
之
、
藤
氏
万
一
長
者
乃
春
日
等
乃
一
制
官
毛
如
シ
被
加
補
、
以
之
忠
仁
之
乎
、
源
氏
乃
氏
紳
也
」
と
い

ぃ
、
海
人
藻
芥
に
も
「
鹿
島
枇
春
日
舵
者
、
時
闘
官
御
計
也
、
是
言
氏
長
者
也
・
梅
宮
勘
謬
隣
同
之
」
と
あ
る
の
は
、
藤
氏
・
源
氏
に
な
い
て

も
．
例
外
で
な
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
は
、
大
壊
別
曹
の
管
理
で
あ
る
。
一
（
U
世
記
の
初
め
、
文
運
興
隆
の
気
運
に
粟
ヒ
て
、
諸
氏
族
は
、
犬
撃
に
事
ぷ
子
弟
の
た
め
の
事
曹

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
院
を
設
け
た
。
和
指
摘
氏
自
弘
文
院
、
藤
原
氏
の
勤
撃
院
、
橘
氏
D
察
館
院
、
王
局
の
奨
皐
院
と
れ
で
あ
る
口
和
無
康
世

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
弘
文
院
は
早
く
鹿
絶
し
た
が
、
藤
原
氏
の
勧
簡
単
院
は
弘
仁
十
一
年
藤
原
冬
嗣
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
初
め
は
、
藤
原
氏

に
じ
て
大
療
に
撃
ぶ
も
の
L

宿
舎
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
の
規
摸
を
蹟
睡
し
、
藤
原
氏
の
氏
族
的
事
務
を
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ぬ
と

と
が
何
時
か
ら
始
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
一

O
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
そ
の
別
営
以
下
の
職
員
は
、
氏
長
者
に
よ
っ
て
在
菟
せ
ら
れ
、
動
接
院
－

住
3

の
荷
動
は
す
べ
て
氏
長
者
の
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
而
し
て
円
興
繭
寺
及
び
氏
D
祉
の
惑
を
取
た
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
桃
裕
行
氏
に
よ

れ
ば
、
動
事
院
の
氏
寺
氏
世
管
内
暴
の
事
項
と
し
て
判
興
幅
寺
信
春
日
批
紳
人
に
劃
す
る
警
察
構
、
伺
興
福
寺
領
春
日
枇
領
及
び
る
白
末
寺
来
世

領
に
闘
る
裁
判
白
藤
原
氏
と
氏
寺
氏
枇
及
び
そ
の
末
寺
末
一
世
と
の
聞
の
粉
字
。
仲
介
．
畑
氏
世
氏
寺
の
紳
人
寺
信
む
濫
行
D
鎮
定
及
び
調
停
、
‘

附
春
日
・
大
原
野
・
吉
岡
ハ
共
に
藤
氏
氏
枇
）
の
祭
雌
鹿
島
・
香
取
の
奉
幣
、
興
縞
・
寺
維
陛
舎
の
執
行
、
同
氏
寺
、
氏
批
の
建
物
・
伸
像
・
賓
物
等

毘
4

D
管
理
、
出
祉
寺
司
の
綾
任
奉
行
等
、
氏
枇
及
び
氏
4

十
？
を
通
じ
て
頗
る
蹟
い
範
囲
に
捗
っ
た
。
玉
氏
の
奨
曲
学
院
は
、
元
商
店
四
年
ハ
A
・
D
－
八

八

O
V
時
D
参
議
従
三
位
行
滑
部
卿
在
原
行
平
に
よ
ヲ
で
、
創
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
同
日
は
、
動
準
院
の
設
置
が
好
い
結
果
を
も

た
ら
し
た
白
で
、
そ
の
例
に
倣
っ
て
闇
牢
亭
を
聞
き
．
皇
室
。
子
孫
の
態
問
志
望
の
者
を
寄
宿
せ
し
め
、
諸
園
荘
園
及
び
位
封
を
入
れ
ず
な
惨
費
と

同
信

u
’hw

し
た
の
で
あ
る
。
夜
原
氏
は
一
千
城
天
皇
K
孫
で
あ
る
と
こ
る
か
ら
‘
源
氏
の
別
曹
と
も
な
り
、
従
っ
て
と
れ
を
源
氏
長
者
が
管
理
し
、
源
氏
長

住
6

者
は
‘
奨
察
院
別
賞
と
な
り
、
そ
の
管
理
す
る
淳
和
院
と
共
に
、
源
氏
長
者
は
．
淳
和
襲
撃
雨
院
別
嘗
b
L
朱
ね
、
そ
の
稿
臓
は
）
足
利
将
軍
の

四

氏

4語
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好
ん
で
用
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

2
戎
に
橘
氏
の
事
館
院
は
、
橘
嘉
智
子
の
創
く
と
こ
ろ
で
、
そ
の
大
事
別
曹
と
な
っ
た
の
は
、
創
立
か
ら
百
十

位
T

余
年
を
極
た
康
保
元
年
ハ
A

・D
－
九
六
四
）
D
と
と
で
る
る
。
而
し
て
と
の
院
の
管
領
は
、
橘
氏
是
定
の
手
に
版
し
た
。
但
し
謬
館
院
別
首

位
8

は
、
是
定
よ
り
橘
氏
の
も
の
を
楠
し
、
而
し
て
こ
の
撃
舘
院
別
営
と
な
っ
た
も
の
を
、
橘
氏
長
者
と
掃
し
た
と
と
は
、
前
謹
O
如
く
で
あ
る
。

源
氏
長
者
の
み
、
長
者
自
ら
氏
の
別
曹
の
別
賞
を
粂
ね
、
藤
原
氏
及
び
橘
氏
是
定
は
、
別
に
別
賞
を
任
命
す
る
と
い
う
別
が
あ
る
に
し
て
も
、

長
者
が
犬
事
別
曹
の
管
理
樺
を
持
つ
貼
は
同
じ
で
あ
る
。

同恥 、－ 

第
三
は
、
氏
爵
の
推
奉
を
行
う
構
能
で
あ
る
。
氏
爵
は
、
毎
年
正
月
設
位
に
‘
王
及
び
源
氏
藤
氏
橘
氏
等
諸
氏
の
中
で
、
五
六
位
・
ど
ま
で

進
ん
で
五
位
に
な
う
て
い
な
い
も
D
の
中
か
ら
、
一
人
つ
ど
推
掌
し
て
鎮
静
の
恩
典
に
浴
さ
せ
る
と
と
を
い
う
。
律
令
制
に
治
い
て
は
‘
五
位

以
上
は
勅
授
で
あ
っ
て
、
一
一
一
位
以
上
を
「
貴
」
と
い
う
に
到
し
て
「
遁
貴
」
と
い
い
、
各
積
白
政
治
的
経
積
的
身
分
的
特
樺
は
、
五
位
を
以
て

格
段
の
飛
躍
を
す
る
。
正
に
官
吏
の
登
龍
円
で
あ
る
。
氏
長
者
は
そ
の
氏
人
の
中
の
希
護
者
か
ら
え
ら
ん
で
奉
献
を
、
殺
位
議
場
に
提
出
す
る

の
で
あ
る
。
と
の
氏
慢
の
制
が
、
何
時
か
ら
始
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
卒
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
D
で
あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ

る
。
西
宮
記
一
純
一
識
に
、

氏
欝
、
一
世
源
氏
縦
割
一
詮
一

橘
氏
是
定
間
帯

二
世
孫
王

役
四
位
下
、
自
解
依
巡
．
預
昇
殿
者

超
越
・
貞
観
孫
王
後
五
位
下
、

一
親
王
襲
、
回

世
以
上
依
巡
、

源
氏
一
忠
一
同
…
一
時
半
日
藤
氏
醐
町
一

有

王
氏

と
あ
り
、
王
氏
及
び
橘
氏
に
た
い
て
、
長
者
を
是
定
、
．
む
稿
す
る
D
も
、
と
の
氏
俸
に
推
奉
す
べ
き
人
を
是
と
し
定
め
る
と
い
う
意
味
の
名
稀
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
氏
長
者
が
、
氏
届
肘
を
皐
ナ
る
機
能
を
あ
ら
わ
ず
「
是
定
」
の
競
b
L

用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
と
れ
が
氏
長
者
の
職
能

の
中
で
、
最
も
重
要
な
も
白
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
氏
族
の
皐
生
の
大
事
別
曹
で
あ
る
氏
院
を
管
理
す
る
必
要
も
、
乙
＠
「
是
声
」
構
。

艶
9

と
無
子
係
で
は
な
か
っ
た
。

氏
長
者
の
権
能
は
、
大
休
以
上
一
ニ
酷
で
あ
る
。
氏
上
白
任
命
は
、
民
族
員
。
推
奉
に
よ
り
、
勅
を
聴
い
た
後
’
K
決
定
さ
れ
る
と
い
う
規
定

氏

長

一五

者

、
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民

臣

官

プ

、

一

者

－

－

一

六

，

は
、
衣
第
に
ゆ
る
み
、
特
に
藤
原
氏
の
場
合
は
、
藤
原
忠
賃
を
し
て
、
「
揺
政
者
天
子
所
授
、
我
不
得
之
、
氏
長
者
我
所
譲
、
無
有
勅
宣
、
然

則
取
長
者
官
授
爾
ハ
駒
市
何
有
所
怖
揮
創
刊
L
と
放
言
せ
し
砂
、
北
畠
親
同
閣
を
し
て
、
「
態
民
長
者
、
蒙
揖
政
闘
白
詔
之
ん
、
露
骨
骨
仁
、
何
山
肌
不

能
U

一
及
宣
下
也
、
但
宇
治
左
大
臣
頼
長
公
非
揖
闘
矯
長
者
、
宣
下
之
例
制
於
此
乎
」
と
誤
ら
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
探
し
偉
宜
抄
に
は
、
下
外
記
宣
旨

の
俸
に
、
藤
一
氏
長
者
事
D
二
慣
が
あ
る
D
で
、
揖
闘
職
と
は
別
個
に
、
藤
氏
民
訳
者
も
亦
、
宣
旨
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
る
と
い
う
精
紳
は
さ
貰
し

て
い
た
b
け
で
あ
る
。
そ
の
ん
他
の
諸
氏
に
至
っ
て
は
、
民
長
者
は
）
何
れ
も
氏
人
の
奉
と
宣
下
み
の
手
績
を
鰹
て
い
お
の
で
あ
る
。
而
し
て
民

上
の
氏
紳
φ
祭
胞
及
び
氏
駐
氏
一
寺
D
管
理
植
は
、
氏
族
員
に
劃
し
て
氏
駐
及
び
氏
寺
の
も
つ
宗
駿
的
構
成
を
背
景
と
し
て
、
民
族
員
の
精
紳
的

統
制
力
を
典
え
る
も
D
で
あ
役
、
大
事
別
曹
の
管
理
及
び
氏
爵
是
定
は
．
氏
族
員
D
官
僚
生
活
D
苑
命
を
制
す
る
も
の
で
る
る
。
八
世
杷
ま
で

氏
上
の
職
能
で
あ
っ
た
、
氏
旗
員
を
糾
合
し
て
公
事
に
奉
仕
す
る
樺
能
は
、
官
僚
制
白
一
進
展
と
央
区
、
氏
駐
氏
寺
の
祭
把
法
禽
に
族
員
を
動
員
、

す
る
と
と
D
中
に
消
失
し
去
っ
た
が
、
氏
欝
D
推
事
上
い
う
形
で
官
僚
体
制
に
密
接
に
結
び
つ
き
、
更
に
、
宗
中
D

「
官
位
第
一
の
者
」
と
い

う
一
で
却
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
氏
長
者
が
、
融
合
秩
序
と
し
て
の
氏
族
園
と
園
家
休
制
と
し
て
D
官
僚
機
構
と
の
接
着
賦
で
あ
る
と
い
う
結
に
－

沿
い
て
は
、
民
上
白
時
代
よ
り
も
．
強
化
ざ
れ
た
と
い
う
と
と
が
出
来
る
。
と
h
氏
畏
者
た
る
地
位
と
官
僚
政
治
機
構
中
橋
た
お
太
政
官
政
情
。

＋

2
2
 

中
の
最
高
白
地
位
を
占
め
る
藤
氏
長
者
を
植
軸
と
す
る
藤
原
政
植
の
樺
力
構
遣
の
一
要
素
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
d
z

緯
1

台
記
久
安
面
総
－
E
月
三
日
脇
陣
玉
葉
安
元
三
年
六
月
五
日
保

y

2

審
委
鏡
文
治
二
年
六
月
十
五
日
保

S

一
脚
皐
正
統
飽
組
問
和
天
皇
保

4

銚
裕
行
氏
上
特
筆
制
の
研
究
ニ

O
四
頁
以
下
、

5

同
右
『
一
三
五
頁
以
下

6

淳
和
院
院
、
棒
和
天
皇
の
後
宮
と
し
て
密
ま
れ
、
後
寺
院
と
な
，
、

寺
領
も

9
4な
か
づ
た
。
源
氏
長
者
が
そ
の
別
館
と
な
っ
た
の
は
、

p

保
延
六
年
十
二
月
中
院
議
定
が
J

詳
務
提
阜
商
院
別
管
に
繍
じ
た
の

7 

が
始
ま
り
で
あ
る
。
八
代
厨
治
博
士
「
誤
ら
れ
た
る
津
和
院
」
（
闘

史
叢
鏡
所
牧
〉

江
次
第
抄
ハ
ニ
草
月
V

「
是
定
是
中
納
官
橋
澄
溝
、
以
中
関
白
錫
是

定
、
令
知
皐
館
院
単
品
品
事
以
来
、
邸
中
氏
健
也
」

台
記
h
円
安
六
年
九
月
サ
六
日
僚

江
次
第
一
一

E
月
綾
位
．
氏
傍
の
僚
に
「
藤
原
氏
長
者
事
動
車
簡
単

生
」
主
あ

p
、
江
次
侮
抄
に
、
乙
の
演
を
布
街
し
て
次
の
如
《
あ

る

。

－
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絞
源
氏
西
宮
去
、
長
者
師
事
弘
仁
御
後
、
陥
三
年
、
今
案
・
尻
付
或

嘗
氏
字
、
議
設
弘
仁
御
後
、
天
際
御
後
、
天
長
御
後
、
源
氏
長
者

間

事

奨

皐

院

事

生

也

ふ

J

絞
藤
氏
西
宮
一
式
、
長
者
間
帯
同
源
氏
、
有
四
門
．

今
索
開
門
、
簡
南
北
式
京
也
、
藤
氏
長
者
、
暴
動
皐
際
経
企
一
・

鉄
橋
氏
是
定
者
、
中
納
言
一
一
澄
嶋
田
、
以
中
関
白
偽
是
定
、
令
知
恩

氏

長

者

. 

12 tt JO 

館
院
原
生
事
、
以
来
事
氏
健
也
、

台
記
久
安
六
年
九
月
廿
六
日
僚

織
原
抄
下

な
ほ
卒
安
末
期
か
ら
生
じ
た

考
察
す
る

ζ
k
と
す
る
＠

「
家
一
長
者
」
に
ワ

七

い
て
は
、
ま
た
別
に
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